
Information

　鬼志別小学校４年生と内灘町西荒屋小学校に
よるオンライン交流会が行われ、児童は、事前
に調べた互いの地域の歴史や特産品の紹介をし
て、交流を深めました。内灘町民が猿払村に出
稼ぎに来ていたことや2015年に友好都市締結を
調印したことなど、内灘町と猿払村の深い繋が
りを学びました。
　児童は、普段関わることのない、他校の児童
との交流をとても楽しんでいる様子でした。

　拓心中学校３年生が、高齢者を学ぶ授業とし
て、車いす体験や高齢者疑似体験を行いました。
　始めに、北海道介護福祉学校の悪七校長より、
福祉や介護とは「その人がしてほしいことを一
緒に考える、楽しく生きるを支える仕事」との
話がありました。
　その後、車いす体験では、数センチの段差で
も一人だと上がることが難しく、助けが必要に
なることを学び、疑似体験では、体に重りをつ
け、前かがみの姿勢になるベルトを装着するな
どし、高齢者の大変さを体験しました。

　２日間にわたり猿払村文化祭作品展が開催さ
れました。村内の文化団体や個人による、凧、
手工芸、陶芸、写真など数多くの作品が展示さ
れ、多くの方が来場しました。
　また、同会場にて小中学生書道・絵画展も開
催され、児童生徒が一生懸命作成した力作が展
示されました。

　１年ぶりとなる猿払村少年の主張大会がオン
ラインにて開催され、村内小学校より５・６年
生９名が日常生活を通じて感じたことや思った
ことを発表しました。
　審査の結果、「助け合い」をテーマに主張発
表を行った浅茅野小学校６年・羽鳥杏実さんが
最優秀賞に選ばれ、学校での授業を通じ、車い
すの大変さやボランティア活動について学んだ
経験から、相手の立場になって考えることの大
切さや親切に接する心を持つためにボランティ
ア活動に挑戦したいと主張しました。

歴史を学び、故郷を知る
場日　  10月29日(金)               鬼志別小学校

感性溢れる作品がずらり

日常で感じる想いを発表
場日　  11月５日(金)                村内

高齢者の大変さを疑似体験
場日　  11月12日(金)                拓心中学校

むらのできごと

　  11月６日(土)・７日(日)          生活改善センター場日
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情報広場

も
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。
（
家
屋
評
価

実
施
済
み
の
家
屋
は
除
く
）

▼
固
定
資
産
税
の
課
税
に
つ
い
て

　

固
定
資
産
税
は
、
毎
年
１
月
１
日
（
賦

課
期
日
）
現
在
に
存
在
し
て
い
る
固
定

資
産
を
課
税
対
象
と
し
、
そ
の
年
の
４

月
か
ら
始
ま
る
年
度
分
に
つ
い
て
課
税

さ
れ
ま
す
。
新
築
家
屋
の
固
定
資
産
税

に
つ
い
て
は
完
成
の
翌
年
度
か
ら
課
税

さ
れ
ま
す
。

■
住
民
課
税
務
係　

☎
２
‐
３
１
３
３

　

12
月
は
「
道
村
民
税
の
第
４
期
」
と

「
国
民
健
康
保
険
税
の
第
６
期
」
の
納

期
で
す
。
納
期
内
納
付
に
ご
協
力
を
よ

ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

口
座
振
替
に
よ
る
納
付
を
利
用
さ
れ

て
い
る
方
は
、
振
替
口
座
の
残
高
確
認

を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

■
住
民
課
税
務
係　

☎
２
‐
３
１
３
３

状
況
な
ど
世
帯
の
状
況
に
よ
っ
て
決
定

し
ま
す
。

※
料
金
は
、
入
所
決
定
後
に
保
護
者
に

通
知
し
ま
す
。

▼
給
食
費

　

保
育
料
無
償
対
象
の
３
歳
児
～
５
歳

児
は
、
村
条
例
の
規
定
に
よ
り
月
額

４
０
０
０
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。
年
収

４
７
０
万
円
未
満
相
当
世
帯
及
び
３
人

以
上
同
時
入
所
の
３
人
目
以
降
は
無
料

で
す
。

▼
申
込
期
限

　

令
和
３
年
12
月
24
日
（
金
）

■
お
問
い
合
わ
せ
先

鬼
志
別
保
育
所　

☎
２
‐
３
６
６
６

                                                                                                                                               

▼
家
屋
の
新
築
が
決
ま
っ
た
ら

　

家
屋
（
倉
庫
や
畜
舎
な
ど
住
宅
以
外

の
建
物
も
含
む
）
の
新
築
が
決
ま
っ
た

際
に
は
、
施
工
を
担
当
す
る
建
設
会
社

及
び
完
成
予
定
日
を
住
民
課
税
務
係
ま

で
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
令
和

３
年
中
に
す
で
に
完
成
し
て
い
る
新
築

家
屋
で
、
未
登
記
の
家
屋
が
あ
る
場
合

短
時
間
の
就
労
は
除
き
ま
す
。)

②
妊
娠
、
出
産

③
児
童
の
保
護
者
の
疾
病
、
障
が
い

④
同
居
ま
た
は
長
期
入
院
等
し
て
い
る

親
族
の
介
護
・
看
護

⑤
災
害
復
旧

⑥
求
職
活
動
（
起
業
準
備
を
含
む
）

⑦
就
学

⑧
職
業
訓
練
校
等
に
お
け
る
職
業
訓
練

を
受
け
て
い
る
こ
と

⑨
児
童
虐
待
の
お
そ
れ
が
あ
る
こ
と

⑩
Ｄ
Ｖ
の
お
そ
れ
が
あ
る
こ
と

⑪
育
児
休
業
取
得
時
に
、
既
に
保
育
を

利
用
し
て
い
る
子
ど
も
が
い
て
継
続
利

用
が
必
要
で
あ
る
こ
と

⑫
そ
の
他
、
右
記
に
類
す
る
状
態
と
し

て
村
が
認
め
る
場
合

▼
入
所
手
続
き

　

入
所
申
込
書
な
ど
の
用
紙
は
、
鬼
志

別
保
育
所
・
保
健
福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー

に
あ
り
ま
す
。
必
要
事
項
を
記
入
・
押

印
の
う
え
、
鬼
志
別
保
育
所
へ
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。

▼
保
育
料

【
３
歳
児
～
５
歳
児
】
令
和
元
年
10
月

か
ら
保
育
無
償
化
の
実
施
に
よ
り
、
保

育
料
は
発
生
し
ま
せ
ん
。

【
未
満
児
・
児
童
ク
ラ
ブ
】
保
護
者
の

村
民
税
額
を
も
と
に
兄
弟
姉
妹
の
入
所

　

令
和
４
年
度
の
保
育
所
及
び
児
童
ク

ラ
ブ
に
入
所
を
希
望
す
る
児
童
を
次
の

と
お
り
募
集
し
ま
す
。

▼
募
集
予
定
人
数

◎
鬼
志
別
保
育
所
【
１
０
０
名
】

う
ち
、
乳
児
は
生
後
３
ヶ
月
以
上
３

名
、
３
才
未
満
児
は
１
歳
０
ヶ
月
以
上

16
名
を
限
度
と
し
ま
す
。

◎
猿
払
村
児
童
ク
ラ
ブ
【
40
名
】

　

村
内
の
小
学
校
に
就
学
し
て
い
る
児

童
を
対
象
と
し
ま
す
。

※
年
齢
は
い
ず
れ
も
令
和
４
年
４
月
２

日
現
在
と
し
ま
す
。

※
就
労
に
よ
り
３
歳
未
満
児
の
保
育
を

希
望
の
方
は
、「
雇
用
（
予
定
）
証
明
書
」

の
提
出
が
必
要
で
す
。

▼
入
所
基
準

　

入
所
の
要
件
と
し
て
、
「
保
育
の
必

要
性
の
認
定
」
（
教
育
・
保
育
給
付
認

定
の
申
請
）
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

①
就
労
等

　

フ
ル
タ
イ
ム
の
ほ
か
、
パ
ー
ト
タ
イ

ム
、
自
営
業
な
ど
基
本
的
に
す
べ
て
の

就
労
を
含
む
（
１
ヶ
月
48
時
間
以
上
の

労
働
し
て
い
る
こ
と
を
常
態
と
し
て
い

る
こ
と
で
、
一
時
保
育
で
対
応
可
能
な

家
屋
を
新
築
す
る
　
　
　
　

　
　
　
　
予
定
が
あ
る
方
へ

税
務
係
か
ら

　
　
　
納
期
の
お
知
ら
せ

保
育
所
・
児
童
ク
ラ
ブ

入
所
募
集
に
つ
い
て
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令
和
３
年
12
月
31
日
（
金
）
か
ら
令

和
４
年
１
月
３
日
（
火
）
ま
で
生
ご
み

の
収
集
は
お
休
み
で
す
。

　

年
始
は
令
和
３
年
１
月
４
日
（
水
）

か
ら
収
集
し
ま
す
の
で
、
お
知
ら
せ
い

た
し
ま
す
。

■
住
民
課
生
活
環
境
係　

☎
２
‐
３
１
３
３

　

国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
は
、
パ
ソ

コ
ン
・
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
な
ど
か
ら
、

所
得
税
・
消
費
税
・
贈
与
税
の
申
告
書

を
作
成
し
、
ｅ
‐
Ｔ
ａ
ｘ
（
電
子
申
告
）

又
は
印
刷
し
て
郵
送
で
提
出
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

　

感
染
防
止
の
観
点
か
ら
、
多
く
の
方

が
訪
れ
る
確
定
申
告
会
場
で
は
な
く
、

是
非
、
ご
自
宅
で
の
申
告
書
の
作
成
・

提
出
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
稚
内
税
務
署

☎
０
１
６
２
‐
３
３
‐
１
１
５
５

情報広場

ペッパーズ ・ ゴースト 

中学校の国語教師 ・ 檀千郷は、

受け持ちの女子生徒から自作の

小説原稿を渡される。 その小説

の中では、 猫を愛する奇妙な二

人組 ・ ネコジゴハンターが大暴

れしていた。 そして檀先生は、

ある条件下で他人の明日の体

験が少しだけ観えるという、 不

思議な力を持っていた。 ネコジ

ゴハンターとは何か。 父の言葉、

悲観と楽観、 猫と野球……、 檀

先生が 「サークル」 に関わるに

つれ、 物語は加速していく。

砂に埋もれる犬

小学校にも通わせてもらえず、

日々の食事もままならない生

活を送る優真。 母親の亜紀は

同棲相手の男に媚びてばかり

だ。 そんな最悪な環境のなか、

優真が虐待を受けているので

はないかと手を差し伸べるコン

ビニ店主が現れる。 ネグレクト

によって家族からの愛を受け

ぬまま思春期を迎えた少年の

魂は、 どこへ向かうのか。

民王

人を凶暴化させる謎のウイル

スに、 マドンナこと高西麗子環

境大臣が感染した。 止まらぬ

感染拡大、 陰謀論者の台頭で

危機に陥った、 第二次武藤泰

山内閣。 ウイルスはどこから

やってきたのか？泰山は国民

を救うべく、 息子の翔、 秘書

の貝原とともに見えない敵に

立ち向かう―！！『民王』 待

望の続編！

ボッチャの大きなりんごの木

ゾウのボッチャは、 自転車が

大好き。 たくさんの仲間と夢

のロードバイクの大会に出場し

ます。 スピードを上げて、 お

い上げていくボッチャ。 ところ

がー。 自身が事故に遭った後、

再び笑おうと決意するに至るま

での心の動きを投影。 ドラマ

の撮影中による自転車事故で

脊髄損傷を負い、 車いす生活

となった著者が絵筆を口にくわ

え、 描き出した絵本。

天の台所

家族の世話をしてくれていた

祖母が亡くなり、父と、天、陽、

光の３きょうだいの生活は荒れ

に荒れた。 料理ができる人が

いないから、 食事は外で買っ

てきた総菜や弁当ばかり。 こ

のままじゃヤバいと感じていた

小６の天は、 ひょんなことから

近所の上村商店の店主、 通称

「がみババ」 から料理を教わ

ることに。

サンタクロースの冬休み

サンタクロースと小人たちは、

世界中の子どもたちにクリスマ

スプレゼントをくばりおえ、 コ

ルバトントリという山の麓にあ

る秘密の村にもどってきまし

た。 12月25日から１月6日ま

では、冬休み！クリスマスパー

ティーや年越しの行事はもちろ

ん、いたずらの日、スキーの日、

雪遊びの日などもあり、 大人

も子どももみんな、 思う存分、

楽しみます。

おすすめ本のご紹介
猿払村図書室

▷農村環境改善センター

☎２－３６９５

上段 ： 一般図書

下段 ： 児童図書

▷教育委員会

☎２－３０１１

開館日時　火水金土
12時00分～18時00分

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
南
宗
谷
衛
生
施
設

組
合
へ
納
入
さ
れ
る
手
数
料
（
公
金
）

で
す
。
汲
取
り
の
際
は
、 

必
ず
現
金
で

お
支
払
い
願
い
ま
す
。
な
お
、
お
支
払

い
の
際
に
は
、
組
合
発
行
の
領
収
書
を

受
け
取
り
、
記
入
事
項
を
確
認
し
て
く

だ
さ
い
。

▼
汲
取
り
に
伺
っ
た
と
き
、
止
む
を
得

ず
諸
事
情
等
で
留
守
に
さ
れ
る
場
合

は
、
近
隣
の
方
に
手
数
料
を
預
け
て
代

理
で
お
支
払
い
い
た
だ
く
か
、
10
日
以

内
に
委
託
業
者
の
口
座
へ
納
入
し
て
く

だ
さ
い
。

▼
汲
取
り
作
業
能
率
と
安
全
の
た
め
、

汲
取
り
口
に
物
を
置
か
な
い
で
く
だ
さ

い
。
な
お
、
積
雪
期
に
な
り
ま
す
の
で
、

汲
取
り
口
等
の
除
雪
を
し
て
お
い
て
く

だ
さ
い
。

▼
便
槽
に
紙
お
む
つ
・
衛
生
用
品
・
ス

リ
ッ
パ
・
清
掃
用
具
な
ど
、
し
尿
以
外

の
異
物
を
捨
て
ず
、
燃
え
る
ご
み
・
燃

え
な
い
ご
み
に
分
け
、
ご
み
と
し
て
出

し
て
く
だ
さ
い
。

▼
汲
取
り
作
業
は
、
12
月
31
日
（
金
）

か
ら
１
月
５
日
（
水
）
ま
で
休
み
に
な

り
ま
す
。　

■
委
託
業
者
（
申
込
先
）

㈱
佐
野
衛
生
舎　

☎
２
‐
３
６
２
２　

◆
令
和
４
年
新
春
消
防
出
初
式
サ
イ
レ

ン
吹
鳴

　

令
和
４
年
１
月
６
日
（
木
）
猿
払
村

役
場
駐
車
場
及
び
役
場
交
流
セ
ン
タ
ー

に
て
、
新
春
消
防
出
初
式
を
挙
行
す
る

予
定
で
す
。
挙
行
の
際
は
、
当
日
午
前

８
時
に
サ
イ
レ
ン
を
吹
鳴
し
ま
す
。

　

な
お
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
の
感
染
拡
大
防
止
の
た
め
、
一
般
の

観
覧
は
ご
遠
慮
願
い
ま
す
。
ま
た
、
感

染
拡
大
状
況
に
よ
っ
て
開
催
方
法
を
変

更
す
る
場
合
も
ご
ざ
い
ま
す
の
で
お
知

ら
せ
い
た
し
ま
す
。

■
稚
内
地
区
消
防
事
務
組
合
消
防
署
猿

払
支
署　

☎
２
‐
２
１
１
９

　　

年
末
を
控
え
、
例
年
し
尿
の
汲
取
り

は
混
雑
し
ま
す
。
12
月
10
日
（
金
）
ま

で
申
し
込
ま
れ
た
場
合
は
年
内
に
汲
取

り
を
し
ま
す
が
、
そ
れ
以
降
に
申
込
ま

れ
た
場
合
は
、
年
明
け
の
汲
取
り
に
な

る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
早
め
に
委

託
業
者
ま
で
申
込
み
く
だ
さ
い
。

▼
汲
取
り
手
数
料
は
委
託
業
者
の
収
入

◆
実
施
期
間

【
令
和
３
年
12
月
28
日
（
火
）
～
30
日

（
木
）
の
３
日
間
】

　

年
末
の
忙
し
い
時
期
を
迎
え
ま
し

た
。
火
を
取
扱
う
機
会
が
多
く
な
り
、

空
気
が
乾
燥
し
て
い
る
こ
の
時
期
に

は
、
扱
い
慣
れ
た
火
で
も
、
僅
か
な
油

断
や
不
注
意
で
大
き
な
火
災
に
繋
が
る

危
険
が
あ
り
ま
す
。
今
一
度
、
ご
家
庭

の
「
火
の
元
」
を
確
か
め
て
、
明
る
い

新
年
を
迎
え
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
猿
払
支
署
と
猿
払
消
防
団
で

は
、
期
間
中
、
歳
末
警
戒
巡
回
の
実
施

と
サ
イ
レ
ン
（
毎
日
、
午
後
６
時
に
１

回
・
30
秒
間
）
を
鳴
ら
し
ま
す
の
で
住

民
の
皆
様
に
お
知
ら
せ
致
し
ま
す
。

◆
ス
ト
ー
ブ
周
り
の
安
全
に
関
し
て

　

寒
い
季
節
と
な
り
、
ス
ト
ー
ブ
を
使

う
頻
度
が
増
え
て
き
ま
す
。
洗
濯
物
な

ど
を
乾
か
す
た
め
に
、
ス
ト
ー
ブ
の
真

上
や
近
く
で
干
す
行
為
は
非
常
に
危
険

で
す
。
ス
ト
ー
ブ
の
上
に
洗
濯
物
が
落

ち
て
し
ま
っ
た
ら
火
災
に
つ
な
が
り
大

惨
事
に
な
り
か
ね
ま
せ
ん
。
危
険
で
す

の
で
絶
対
に
や
め
ま
し
ょ
う
。

年
内
の
し
尿
汲
み
取
り
の
　

　
　
　
　
　
　
　
お
知
ら
せ

消
防
か
ら
の
お
知
ら
せ

年
末
年
始
の
生
ご
み
収
集
車

の
運
行
に
つ
い
て

オ
ン
ラ
イ
ン
を
活
用
し
て
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
防
止
！

伊坂　幸太郎  著桐野　夏生  著
池井戸　潤  著

滝川　英治  作

落合　由佳  作

マウリ ・ クンナス  
著

　

気
象
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
現
在
の

雪
」
で
は
、
こ
れ
ら
解
析
積
雪
深
・
解

析
降
雪
量
と
一
緒
に
道
路
等
と
重
ね
合

わ
せ
て
表
示
す
る
こ
と
が
で
き
る
た

め
、
除
雪
・
交
通
プ
ラ
ン
策
定
に
も
お

役
立
て
下
さ
い
。

■
稚
内
地
方
気
象
台

☎
０
１
６
２
‐
２
３
‐
２
６
７
９

　　

令
和
３
年
10
月
１
日
付
で
、
井
上
勝

敏
氏
が
、
引
き
続
き
厚
生
労
働
大
臣
か

ら
戦
没
者
遺
族
相
談
員
に
委
嘱
さ
れ
ま

し
た
。

　

担
当
地
区
の
猿
払
村
、
浜
頓
別
町
、

中
頓
別
町
、
枝
幸
町
に
在
住
の
戦
傷
病

者
の
方
又
は
戦
没
者
ご
遺
族
の
福
祉
の

増
進
を
図
る
た
め
、
相
談
を
受
け
た

り
、
指
導
、
助
言
等
を
行
い
ま
す
。

　

相
談
は
直
接
相
談
員
に
お
申
し
出
く

だ
さ
い
。

▼
相
談
員

　

井
上　

勝
敏
（
浅
茅
野
台
地
在
住
）

■
お
問
合
せ
先　

☎
５
‐
７
０
５
９

　

北
海
道
で
は
こ
れ
か
ら
本
格
的
な
冬

を
迎
え
ま
す
が
、
過
去
に
は
暴
風
雪
に

よ
る
死
者
や
車
の
立
ち
往
生
、
交
通
機

関
へ
の
影
響
な
ど
が
度
々
発
生
し
て
お

り
、
宗
谷
管
内
で
も
今
年
１
月
の
暴
風

雪
で
大
学
入
学
共
通
テ
ス
ト
が
延
期
、

道
路
の
通
行
止
め
や
交
通
機
関
の
運
休

等
と
な
り
ま
し
た
。

　

気
象
台
で
は
、
猛
吹
雪
や
吹
き
溜
ま

り
に
よ
る
交
通
障
害
、
暴
風
に
よ
る
重

大
な
災
害
が
予
想
さ
れ
る
場
合
に
は
５

日
前
か
ら
「
早
期
注
意
情
報
（
警
報
級

の
可
能
性
）
」
を
、
２
日
程
度
前
か
ら
「
暴

風
雪
に
関
す
る
気
象
情
報
」
を
、
３
～

６
時
間
程
度
前
か
ら
「
暴
風
雪
警
報
」

を
発
表
し
て
警
戒
を
呼
び
掛
け
ま
す
。

特
に
「
数
年
に
一
度
の
猛
ふ
ぶ
き
」
と

い
う
言
葉
が
あ
っ
た
場
合
に
は
厳
重
な

警
戒
が
必
要
で
す
。

　

さ
て
、
今
回
は
解
析
積
雪
深
・
解
析

降
雪
量
を
紹
介
致
し
ま
す
。
こ
れ
ら
に

よ
り
、
ア
メ
ダ
ス
に
よ
る
観
測
が
行
わ

れ
て
い
な
い
地
域
を
含
め
た
１
時
間
ご

と
の
積
雪
・
降
雪
の
面
的
な
状
況
に
つ

い
て
お
お
ま
か
な
分
布
状
況
を
把
握
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

戦
没
者
遺
族
の
方
の
お
困
り

は
戦
没
者
遺
族
相
談
員
へ

暴
風
雪
と
積
雪
・
降
雪
の
　

　
　
　
　
　
　
　
分
布
状
況




